
 平成 27年度 企画展 

 

タグチヒロシ・アートコレクション パラダイムシフト てくてく現代美術世界一周 

会 期：2015年 2月 3日(火曜)から 5月 17日(日曜)まで 

 

岐阜県郡上市出身の実業家で、現代美術コレクターとして知られる、田口弘氏が収集してきたアートコレクショ

ンは、アメリカ、日本をはじめ、ヨーロッパから南米、アジアに至る作家たちの作品から形成されています。本展

ではその中から、今日の価値観の変革(パラダイムシフト)を反映する、世界各国の作品を紹介します。 

                                                                                                                                              

 

第 69回岐阜県美術展 

 

一般部：6月 6日(土曜)から 6月 14日(日曜)まで 

一般部は、日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真、グラフィックデザインの 7部門からなる公募展。 

 

青年部：6月 18日(木曜)から 6月 21日(日曜)まで 

青年部は、絵画、デザイン、立体造形、書道、写真の 5部門からなる公募展。 

 

少年部：6月 25日(木曜)から 6月 28日(日曜)まで 

少年部は、絵画・デザイン、書写の 2部門からなる公募展 

                                                                          

 

日韓近代美術家のまなざし 

－「朝鮮」で描く 

会 期：7月 9日(木曜)から 8月 23日(日曜)まで 

 

本展は、20 世紀前半期の日本と韓国の美術家たちが生み出した作品を、彼らの交流に着目しながら初めて

本格的に紹介します。各作家が、社会的限界の中にありながらも、「美」の理想のあり方を探求し生み出した精

華は、アートの力が時代や国境、政治的・社会的限界を超越し得ることを示し、人間のもつ可能性の大きさを教

えてくれるでしょう。 

                                                                         

 

小さな藤田嗣治展 

会 期：9月 11日(金曜)から 11月 1日(日曜)まで 

 

藤田嗣治(レオナール・フジタ、1886-1968)は、1910年に東京美術学校卒業後、しばらくしてフランスへ渡り、エ

コール・ド・パリを代表する日本人画家として活躍しました。藤田の描く「乳白色の肌」と細く滑らかな漆黒の描線

による日本的で洒脱な感覚に裏打ちされた優美な画風は、芸術の街パリを熱狂させ、その名声は遠く日本まで

も聞こえてきました。戦後、再びフランスへ渡り、やがてフランスに帰化してレオナールと名を改め、日本に戻るこ

とはありませんでした。本展覧会では、晩年、藤田の自宅兼アトリエを飾ったであろう油彩画によるミニチュア作

品を、「猫」や「子ども」シリーズ等とともに、日本で初公開します。 



                                                                         

 

IAMAS ARTIST FILE ＃3 

BEACON 2015 

会 期：9月 10日(木曜)から 10月 12日(月曜・祝)まで 

 

 灯台の光によって照らし出される風景のように、二つの映像が会場内を旋回するメディアアート作品、

《BEACON 2015》を展示します。伊藤高志(映像)、稲垣貴士(音響)、吉岡洋(現代思想)、ＫＯＳＵＧＩ+ＡＮＤＯ［小杉

美穂子、安藤泰彦］(現代美術)の五人のメンバーによって制作されます。 

                                                                         

 

アートまるケット 

日比野克彦ディレクション「花は色の棲家」 

会 期：9月 5日(土曜)から 12月 13日(日曜)まで 

 

日比野克彦ディレクション「ア－トまるケット」に於いて、岐阜県美術館の庭の樹木に県産の木材を組み合わ

せて、花をインスタレーションした作品「花は色の棲家」が出現します。岐阜県の４つのアカデミー等の教員、学

生の協力により進めてきた新たな岐阜県美術館の取り組みです。アートまるケットの期間中には、庭やスタジオ

などで、ワークショップが数多く行われます。ぜひ、花の色とりどりを楽しみながら、アートの色とりどりも体験しに、

何度でも、何度でもお越しください。お待ちしております。 

                                                                         

 

もうひとつの輝き 

最後の印象派 1900-20’s Paris 

会 期：11月 14日(土曜)から 2016年 1月 17日(日曜)まで 

 

 ベル・エポックに結成された画家彫刻家新協会。印象派を継承しつつ事物の潜在的詩情を表現しようとする彼

らの芸術は、数十年にわたりフランスを中心にヨーロッパ美術の基準となりました。本展ではアマン=ジャン、エル

ネスト・ローラン、アンリ・マルタン、ル・シダネルら協会に所属した芸術家たちの魅力あふれる作品を紹介しま

す。 

                                                                         

 

第 8回円空大賞展 

会 期：2016年 2月 5日(金曜)から 3月 13日(日曜)まで 

江戸時代、岐阜県に生まれ全国を行脚しながら、生涯に 12 万体もの神仏像を彫ったとされる「円空」。その独

創性や慈愛の精神は今も多くのファンを魅了しています。 

 本県では、「円空」を彷彿させる現代芸術家を顕彰する「円空大賞」を制定し、今回で 8 回目となります。展覧会

では、円空仏と受賞作家の作品が一堂に会し、時代を越えて円空の精神が響き合います。 

 

 

 

 



                                                                         

 

第 40回岐阜県移動美術館「東濃ゆかりの画家たち」 

 会 場：中山道広重美術館 

 会 期：1月 21日(木曜)から 2月 21日(日曜) 

  

                                                                          

 

 スクールミュージアム 「学校の教室が美術館に！？」 

 

 会場：各務原市立各務原養護学校 

                                                

 


